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研究成果の概要（和文）：アンデス初期文明の展開は都市の萌芽的形態を示すカラル遺跡を出発

点としクントゥル・ワシ遺跡などの神殿を中心とする独特な社会の形成を帰結とする時間的枠

組みでとらえるべきである。これを形成期と呼び、年代資料も含めた実証的データの分析から、

以下のような新しい形成期の編年を確立させた：早期（3000-1800BC）、前期（1800-1200BC）、

中期（1200-800BC）、後期（800-250BC）、末期（250-50BC）。 
 
研究成果の概要（英文）：The development of the early Andean civilization should be 
considered in the framework of the Formative Period which started at Caral where the 
initial step for urbanization could be seen. The final goal of this peculiar process was a 
unique society with a large temple such as Kuntur Wasi. The new chronology of the 
Formative Period is divided as follows; Initial (3000BC-1800), Early (1800-1200), Middle 
(1200-800), Late (800-250) and Final (250-50BC). 
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１． 研究開始当初の背景 
（１）都市と文明の起源に関する人類史的研
究は 1960 年代まで人類学の重要なテーマの
一つであったが、実証的データが決定的に不
足していたため理論的深化に至らなかった。 
 
（２）1970 年代以降は考古学データが蓄積
され、研究の精緻化、個別事象の解明が大き

く進展したが、逆に、大きな人類史的枠組み、
広い地理的な視野での議論について抑制的
で慎重な態度をとり続ける傾向にあった。 
 
（３）1980 年代後半より本研究代表者らが
発掘を行ったペルーのクントゥル・ワシ遺跡
の調査成果から都市と文明の起源に関する
新しい見通しを与えることが可能になった。 



２．研究の目的 
（１）アンデスにおける都市と文明の起源や
その形成と発展について、これまでに蓄積さ
れてきた考古学データを、あらためて人類史
的観点から整理して再検討を行う。 
 
（２）事例の分析からアンデスにおける都市
と文明の起源についての総合を試み、とりわ
け地域の特異性に着目した理論的整理を行
う。 
 
（３）アンデスを対象とした研究成果を踏ま
えて広く「都市と文明の起源に関する人類史
的研究」に資する具体的な課題や方法、理論
的な枠組みなどを抽出する。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）研究グループの組織化 

1990 年代のクントゥル・ワシ遺跡発掘調
査の成果を受けて日本でも多くの若手研究
者がペルー各地において調査を始め、とりわ
け都市と文明の起源に関わる時期にあたる
形成期についての新しい知見を蓄積しつつ
ある。また、考古学のみならず自然科学のい
ろいろな分野の研究者もあらたに研究に加
わり始めている。そこで共同研究グループを
組織し、それぞれが行っている個別の研究課
題や研究手法などを集約して形成期研究の
再構築を図る。 
 
（２）研究グループ内のデータ共有化と海外
研究者との連携 
 クントゥル・ワシ調査研究の成果としてま
とめた遺跡データベースを一つのモデルと
して活用し、それをさらに充実させるととも
に、研究グループに加わるメンバーがそれぞ
れ各地で展開している遺跡調査のデータ共
有化を図る。また日本のグループではカバー
できない領域において調査研究を実施して
いる海外の研究者と緊密なネットワークを
構築し、データの相互利用を図る。 
 
（３）個別情報の重点的収集 
 都市と文明の起源に関わる重要遺跡とし
て、現在大規模に発掘調査を行っているカラ
ル遺跡とパコパンパ遺跡に焦点をあて、調査
者の協力を得て、その成果を本研究に反映さ
せる。 
 
（４）総合と理論化 
 国際的なワークショップやシンポジウム
を開催し、海外の研究者を交えた意見交換を
集中的に行い、研究成果のとりまとめを図る
とともに理論構築を行う。 
 

４．研究成果 
（１）アンデス初期文明の独特な展開の帰結
は前 800 年頃（形成期後期）に広域社会の中
心となった三つの神殿遺跡のデータから読
み解くことができる。東京大学・埼玉大学チ
ームが 1988-2002 年に調査を行ったクント
ゥル・ワシ遺跡、現在もスタンフォード大学
が調査中のチャビン・デ・ワンタル遺跡、国
立民族学博物館とサンマルコス大学が 2005
年に調査を開始したパコパンパ遺跡である。
これらの調査研究データの総合的な分析か
らは、アンデス文明の初期においては本格的
な都市はついに形成されず、むしろ神殿を核
とする独特な社会発展がみられたことがわ
かった。そして前 800 年頃には広域にわたる
資源交換も行われるようになった。それら広
域型と呼ぶ幾つかの神殿を中心とした相互
ネットワークが社会統合の重要な機能を果
たしたのである。 
 
（２）一方アンデスにおける最初の文明への
歩みは前 3000 年に遡ることが確実となった。
1996 年以降サンマルコス大学が継続して実
施してきたカラル遺跡での発掘調査の成果
である。このカラル遺跡はあきらかに都市の
萌芽的な形態を示す大遺跡である。しかしこ
れは前 2000 年頃になると放棄され、本格的
な都市への発展はついに見られなかった。 
 
（３）カラルにおいて都市への歩みを始めた
かに見えるアンデスの初期文明は、なぜ本格
的な都市を形成せず、特異な神殿社会の方向
に進んだのか。この問題は、かつて人類史の
普遍的発展プロセスと信じられていた都市
から都市国家を経て王国や統一国家の出現
に到る古代メソポタミア文明モデルとは大
きく異なる古代文明のプロセスとして注目
される。 
 
（４）都市と文明の起源という観点からは、
アンデス初期文明の展開は、カラルでの萌芽
的都市形成（前 3000 年）からクントゥル・
ワシなどの広域型大神殿が姿を消す前250年
を一つの概念的枠組み、すなわち形成期とし
てとらえて理解すべきである。 
 
（５）これまで多くの研究者は都市と文明の
起源を考える枠組みとしての形成期概念を
避け、アンデス先史の編年としてはプラクテ
ィカルな時間的枠組みとしての先土器期（前
1800 年以前）、イニシャル期（前 1800 年-前
800 年）、前期ホライゾン期（前 800 年-前 500
年）などの用語を用いてきた。また形成期と
いう用語を使用する場合にも単純にイニシ
ャル期と前期ホライゾン期に対応させ、先土
器期は古期として別の時期区分にしてきた。 
 



（６）いずれにしても都市型遺跡カラル（前
3000 年-前 2000 年）は先土器期、あるいは
古期として位置づけられることになり、前期
ホライゾン期、あるいは形成期の一部にあた
る広域型神殿遺跡クントゥル・ワシやパコパ
ンパ、チャビン・デ・ワンタルと同じ問題関
心の枠組みで捉えることができない。これら
を全体的にとらえるためにも形成期概念の
再検討が必要である。 
 
（７）本研究では年代資料も含めた実証的な
データをあらためて検討し、形成期を前 3000
年まで遡るものと再定義して、それをさらに
早期（3000-1800BC）、前期（1800-1200BC）、
中期（1200-800BC）、後期（800-250BC）、
末期（250-50BC）とすることを提案した。 
 
（８）2008 年にペルーのカトリカ大学で開
催された国際シンポジウム「アンデス形成
期：近年の成果と焦点」に研究グループのメ
ンバーが 9 人参加して、それぞれの研究成果
を発表するとともに、多くの海外研究者との
実質的な意見交換を行った。その成果は 2010
年に Boletín de Arqueología PUCP の第 12
巻として公刊された。この論集の寄稿者 16 
人のうち 9人が日本の研究グループのメンバ
ーである。ここでは、それぞれが取り組んで
いる遺跡発掘の実証的データをもとに形成
期問題への理論提起が行われた。 
 
（９）2008 年に大阪の国立民族学博物館に
おいて国際ワークショップ「センターと社会
プロセス：アンデス文明古期・形成期研究に
おける概念とコンテクスト」を開催し、海外
から代表的な研究者 5 名を招聘、日本側研究
グループ 12 名と集中的な討論を行った。こ
れを踏まえて、その後も意見交換を重ね 2010
年には参加者が論文を完成させた。現在、論
集としての出版を準備中である。 
 
（１０）2008 年に古代地中海文明の研究者
も交えて公開のシンポジウムを東京の読売
ホールで開催、その後研究者グループの相互
意見交換を踏まえて、2010 年に成果を「古
代アンデス：神殿から始まる文明」として公
刊した。 
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